（R7.3.26.）
〈重要事項説明書付属文書〉
１．施設の概要
  (1) 建物の構造　　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造　＊階建て
　(2) 建物の延べ床面積　　＊＊＊＊㎡
  (3) 併設事業
　　　当施設では、次の事業を併設して実施しています
　　〔短期入所生活介護（ショートスティセンター●●）〕
　　　令和＊＊年　４月　１日指定 ＊＊県＊＊第＊＊＊号 定員＊＊人
　　〔通所介護（デイサービスセンター●●）〕
　　　令和＊＊年　４月　１日指定 ＊＊県＊＊第＊＊＊号 定員＊＊人
　　〔訪問介護（ホームヘルパーステーション●●）〕
　　　令和＊＊年　４月　１日指定 ＊＊県＊＊第＊＊＊号
　　〔居宅介護支援事業（在宅介護支援センター●●）〕
　　　令和＊＊年　４月　１日指定 ＊＊県＊＊第＊＊＊号　
　(4) 施設の周辺環境（記載例）
1.　街なかにあって利用しやすい施設です。
        　交通の便もよく、ご家族も気楽にお越しいただけますし、ボランティアの来所も多く、ご利用者とのふれあいも高まっています。
2.　隣接に協力病院があり、その他専門医の往診も受けられ、きめ細かな健康管理
をしています。
       　　・内科、循環器科、放射線科、リハビリテーション科
２．職員の配置状況
　　<配置職員の職種>　注）人員基準上必要な職種は全て記載する方が望ましい。
· 介護職員
　　　ご利用者の日常生活上の介護並びに健康保持のための相談・助言等を行います。＊名のご利用者に対して＊名の看護・介護職員を配置しています。
· 生活相談員　
　　　ご利用者の日常生活上の相談に応じ、適宜、生活支援を行います。
　　　＊名の生活相談員を配置しています。
· 看護職員　
　　　主にご利用者の健康管理や療養上の世話を行いますが、日常生活上の介護、介助等も行います。＊名以上の看護職員を配置しています。
· 機能訓練指導員　
　　　ご利用者の機能訓練を担当します。
　　　＊名の機能訓練指導員を配置しています。
· 介護支援専門員　
　　　ご利用者に係る施設サービス計画（ケアプラン）を作成します。
　　　＊名の介護支援専門員を配置しています。
· 医 師　
　　　ご利用者に対して健康管理及び療養上の指導を行います。
　　　＊名の嘱託医を配置しています。
３．契約締結からサービス提供までの流れ
　　ご利用者に対する具体的なサービス内容やサービス提供方針については、入所に
あたって作成する「施設サービス計画（ケアプラン）」に定めます。
　　「施設サービス計画（ケアプラン）」の作成及びその変更は次の通り行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（契約書第＊条参照）
   ① 当施設の介護支援専門員（ケアマネジャー）が施設サービス計画の原案作成や
そのために必要な調査等の業務を行います。
　 ② その担当者は施設サービス計画の原案について、ご利用者及びそのご家族等に対し
　　　て説明し、同意を得たうえで決定します。
　 ③ 施設サービス計画は、６か月に１回、またはご利用者の心身の状況、もしくは
ご利用者及びそのご家族等の要請に応じ、変更の必要があるかどうかを確認して
変更の必要のある場合には、ご利用者及びそのご家族等と協議して施設サービス
計画を変更します。
④ 施設サービス計画が変更された場合には、ご利用者に対して書面を交付し、
その内容を確認していただきます。
４．サービス提供における●●の義務（契約書第＊条参照）
　　　●●は、ご利用者に対してサービスを提供するにあたって、次のことを守ります。
	 ①ご利用者の生命、身体、財産の安全・確保に配慮します。
 ②ご利用者の体調、健康状態からみて必要な場合には、医師又は看護職員と連携のうえご利用者から聴取、確認します。
 ③非常災害に関する具体的計画を策定するとともに、ご利用者に対して、定期的に避難救出その他必要な訓練を行います。
 ④ご利用者が受けている要介護認定の有効期間の満了日の３０日前までに要介護認定の更新の申請のために必要な援助を行います。
　 またその他申請等ご利用者のご希望により代行援助を行います。
 ⑤ご利用者に提供したサービスについて記録を作成し、契約終了日から５年間保管するとともに、ご利用者等の求めに応じて閲覧できるようにいたします。
 ⑥ご利用に対する身体的拘束その他行動を制限する行為を行いません。ただしご利用者または他のご利用者等の生命、身体を保護するために緊急やむを得ない場合には、記録を記載するなど、適正な手続きにより身体等を拘束する場合があります。
 ⑦●●もしくはサービス従事者は、サービスを提供するにあたって、知り得たご利用者またはご家族等に関する事項を正当な理由なく、在職中及び退職後も第三者に漏えいしません（守秘義務）。また、ご利用者からあらかじめ文書で同意を得たうえで、サービス担当者会議等において、ご利用者及びご家族の個人情報を提供します。ただしご利用者に緊急な医療上必要性がある場合には、医療機関等にご利用者の心身等の情報を提供する事があります。またご利用者の円滑な退所のための援助を行う際に情報提供を必要とする場合には、ご利用者の同意を得て行います。



５．施設利用の留意事項
　　　●●のご利用にあたって、ご利用者の共同生活の場としての快適性・安全性を確保するため、下記の事項をお守りください。
　　(1) 持ち込みの制限
 　　　 ご利用にあたり、以下のもの以外は原則として持ち込むことができません。
ただし、事前にご相談いただいた物品等で、管理者が認めた場合は、この限
りではありません。
      　　衣類、日用品、冷蔵庫、テレビ等
　　(2) 面　会
　　　　面会時間　　＊：＊＊ ～ ＊＊：＊＊
· 時間外の面会については、必ずその都度職員にお申し出ください。
· なお、来訪される場合、おもち等のどに詰まりやすい食べ物やなまものの持ち込みはご遠慮ください。
· 感染症等の理由により、テレビ会議システムを用いることにより代える場合や、実施を制限する場合があります。
　　(3) 外出・外泊（契約書第＊条参照）
 　　 　外出、外泊をされる場合は、●日前までにお申し出下さい。
  　　　但し、外泊については、概ね月６日以内の期間といたします。
　　(4) 食事
　　  　食事が不要な場合は、●日前までにお申し出下さい。●日前までに申し出が
あった場合に重要事項説明書５.（１）に定める「食事に係る自己負担額」は
減免されます。
　　(5) 施設・整備の使用上の注意（契約書第＊条、第＊条参照）
  　  ○居室及び共用施設、敷地をその本来の用途にしたがって利用して下さい。
　　　○故意に、またはわずかな注意を払えば避けられたにもかかわらず、施設、設備
を壊したり、汚したりした場合には、ご契約者に自己負担により原状に復し
ていただくか、相当の代価をお支払いいただく場合があります。
　　　○ご利用者に対するサービスの実施及び安全衛生等の管理上の必要があると認
められる場合には、ご利用者の居室内に立ち入り、必要な措置をとることが
できるものとします。ただし、その場合、ご本人のプライバシー等の保護に
ついて、十分な配慮を行います。
　　　○サービス従事者又は他のご利用者に対し、ハラスメントその他迷惑行為、宗教活動、政治活動、営利活動を行うことはできません。
６．損害賠償について（契約書第＊条参照）
　　　●●は、本契約に基づくサービスの実施に伴い、自己の責に帰すべき事由によりご利用者に生じた損害について賠償する責任を負います。
なお、●●は、民間企業の提供する損害賠償責任保険に加入しています。
そのため、必要に応じ、ご利用者又はご家族の方に当該保険の調査等の手続にご協力
頂く場合があります。
　　
７．事故発生時の対応
○●●は、ご利用者に対する指定介護福祉施設サービスの提供により事故が発生
した場合は、速やかに市町村、ご利用者の家族等に連絡を行うとともに、必要な
措置を講じます。
○●●は、事故が生じた際にはその原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講じます。
８.　虐待防止の措置

　　 ご利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、厚生労働省の示す方針等に基
づき、①高齢者虐待防止のための対策を検討する委員会の定期的開催及び
その結果について職員への周知徹底　②虐待防止に関する指針の整備　③虐待を防止するための定期的な研修の実施　④これらの措置を適切に推進するための担当者の配置等の必要な措置を講じます。
９. 業務継続に向けた取組み
　　　感染症や非常災害の発生時において、ご利用者に対するサービスの提供を継続的に実施するため、また、非常時の体制で早期の業務再開を図るため、業務継続計画を策定するともに、当該計画に従い必要な措置を講じます。
